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概要 

仮想化環境ではデータ・ストレージ・プロビジョニングが難しい場合があり、適切に実行しないと

環境に影響を与える問題が発生する可能性があります。Oracle ZFS Storage Appliance Virtual 

Storage Manager Plug-in for VMware vSphereを使用すると、Oracle ZFS Storage ApplianceとVMware 

vSphere環境を統合できるため、VMware管理者がVMware仮想環境のデータ・プロビジョニング・タス

クを簡単に管理および監視できます。このようなタスクには、データ・ストレージの割当て、新し

いLUNのプロビジョニング、新しいネットワーク・ファイル・システム（NFS）データ・ストアの作

成、これらのデータ・ストアのVMware環境への提示が含まれます。Oracle ZFS Storage Appliance 

Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereでは、ブロック・レベルとファイル・レベ

ルの両方を使用できるため、VMware管理者はシェアとプロジェクトを収集および提示できます。ま

た、Oracle ZFS Storage Applianceから分析にアクセスしたり、VMware vSphere vCenterサーバー

経由で1か所から（LUNやシェアの）サイズ変更、作成、削除の操作を行ったりすることができます。 

 

このホワイト・ペーパーでは、Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for 

VMware vSphereのデプロイに関するベスト・プラクティスと考慮事項について説明し、Oracle ZFS 

Storage Applianceを使用して、VMware vSphereのデプロイメントを正しく構成し、最適なI/Oパ

フォーマンスとスループットを実現できるようにします。 

ストレージに関する考慮事項と推奨事項で説明するおもな内容は、VMwareのNFSプロトコルの構成オ

プションおよびチューニング・オプション、推奨されるディスク・レイアウト、Oracle ZFS Storage 

Applianceと連携するVMware vSphere 5.x環境の正しいIPネットワーク・インフラストラクチャ設計

です。 

 

このホワイト・ペーパーの要点は次のとおりです。 

 

 Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereの概要と

考慮事項 

 

 Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereのデプロ

イ 

 

 Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereを使った

ファイバ・チャネル、iSCSI、NFS（LUNとデータ・ストア）の構成の概要 

 

 Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereを使った

ブロックとファイルのプロビジョニングの考慮事項と推奨事項 

 

 



Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere 5.xのデプロイ 

 

3 

システム・コンポーネントの概要 

以下の表は、本書のテスト・システムで使用されているハードウェア構成、オペレーティング・シ

ステム、およびソフトウェア・リリースを示しています。 

表1：リファレンス・アーキテクチャで使用したハードウェア 

機器 数量 構成 

ストレージ 1クラスタ 

（2コントローラ） 

Oracle ZFS Storage ZS3-2クラスタ 

コントローラあたり256ギガバイト（GB）のダイナミック・ランダム・アクセス・

メモリ（DRAM） 

20×3テラバイト（TB）のディスク・ドライブ×4台 - Oracle Storage Drive 

Enclosure DE2-24C 

コントローラあたり4枚の10ギガビットEthernet（GbE）ネットワーク ・インタ

フェース・カード（NIC） 

73GBログ・デバイス×4 

IPネットワーク・スイッチ 

（NFSプロトコルとiSCSIプロ

トコルの場合） 

2 10GbEネットワーク・スイッチ 

ファイバ・チャネル・スイッチ 2 8Gb/秒（Gbps） 

VMware ESXiハイパーバイザ 1 x86システム（512GBのメモリを搭載） 

 

表2：リファレンス・アーキテクチャで使用した仮想マシン・コンポーネント 

オペレーティング・システム 数量 構成 

Oracle Linux 6.2 1 Linux仮想マシン 

Microsoft Windows 2012 2 Windows仮想マシン 
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表3：リファレンス・アーキテクチャで使用したソフトウェア 

ソフトウェア バージョン 

Oracle ZFS Storage Applianceソフトウェア 2013.1.2.x 

VMware vCenter Server 5.5u1 

VMware ESXiハイパーバイザー・ソフトウェア 5.5u1 

 

Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereの概要 

Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereは、Windows 

2008/R2、Windows 2012/R2の各リリースと、VMware vSphere vCenterサーバー、およびVMware vSphere 

Clientリリース5.x（更新1および2など、VMwareのすべての更新リリースを含む）をサポートしてい

ます。 

注：Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereでは、

Oracle ZFS Storage Applianceに対する特定の権限が必要です。これらの権限は、Oracle ZFS Storage 

Applianceのロール・タブで設定します。これらの権限は、プラグインの構成セクションに表示され

ます。 

図1は、このホワイト・ペーパーで使用する環境の概要を示しています。 

 

図1.Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere – 環境の概要 
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Oracle ZFS Storage Applianceの構成 

このホワイト・ペーパーで使用するアーキテクチャ例は、Oracle ZFS Storage Applianceの次の構

成を反映しています。 

 Oracle ZFS Storage Appliance、アクティブ/アクティブ・モード 

 Oracle ZFS Storage Applianceソフトウェア・リリース2013.1.2.x以上 

注：Oracle ZFS Storage Applianceソフトウェア・リリースは、次のURLからダウンロードできます。 

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-unified-storage/downloads/index.htm

l 

 コントローラあたり256GBのDRAM（L1ARC）キャッシュを搭載したOracle ZFS Storage 

Applianceコントローラ 

 Oracle ZFS Storage Applianceコントローラあたり2基以上のIntel® Xeon® E5-2658 0 2.10 

GHz CPU 

 コントローラあたり1枚のデュアル10GbEネットワーク・インタフェース 

 コントローラあたり1枚のデュアル8Gbpsファイバ・チャネルHBA 

 NFS、iSCSI、ファイバ・チャネルのプロトコルが（VMwareおよびOracle ZFS Storage Appliance

で）正しく構成されている 

 44個の4TB SAS-2（7200RPMの容量ディスク・ドライブ）で構成された2つのミラー化ディス

ク・プール 

 ストライプ化されたログ・プロファイルを使用するLogZilla用に2台の73GB SSDデバイス 

注：Oracle Storage ZS3-2およびZS3-4のアプライアンスはすべて、これらのハードウェア要件を満

たしているか、上回っています。 

Virtual Storage Manager Plug-inのロール構成 

VMware vSphere vCenterサーバーからOracle ZFS Storage Applianceを管理するには、Oracle ZFS 

Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereに特定の権限セットが

必要です。これらの権限セットは、Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタ

フェース（BUI）のロール・タブか、コマンドライン・インタフェース（CLI）で設定します。この

ロールを作成するには、rootユーザーか、適切な資格証明を持つその他のユーザーが必要です。 

プラグインをインストールする前に、手順に従ってOracle ZFS Storage Applianceのロール構成を

実行します。 

Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース（BUI）で、「Configuration」

→「User」をクリックしてから、Rolesオプションの横のプラス記号をクリックします。次のBUIの

スクリーンショットを参照してください。 

 

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-unified-storage/downloads/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-unified-storage/downloads/index.html
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図2.ロールを設定する場合の、Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース（BUI）画面 

ロール構成の一部として、Properties（Nameや（ロールの）Descriptionなど）とAuthorizations（Scope、

Storage pool、Project、Shareのオプションを含む）を定義する必要があります。プロジェクトとシェ

アに設定するロールは、changeAccessProps、changeGeneralProps、changeSpaceProps、createProject、

createShare、およびdestoyです。これらのロールについては、図3を参照してください。 

図4では、分析のstatの設定がreadおよびcreateと表示されています。また図5では、ワークシート

の設定が表示されています（Worksheetオプション）。 

これらの図は、Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere

の正しいロール構成を示しています。この例では、"performance"というストレージ・プールを使用

しています。プラグインをインストールする前に、正しいロール構成が適切に適用されていること

を確認してください。 

ロールを追加するには Authorizationsオプションの「ADD」ボタンをクリックします。完了したら、

下部の「ADD」をクリックします（Roleタブの一番上）。 
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図3.Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース（BUI） – ロール構成と権限 
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図4.Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース（BUI） – ロール構成と権限 

 

図5.Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース（BUI） – ロール構成と権限 
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ロール構成を正しく設定したら、ローカル・ユーザーを作成してVSMロールに関連付けます。この構

成を実行するには、「Configuration」→「Users」→「Users」（Userオプションの横のプラス記号）

をクリックしてから「Local Only」を選択し、ユーザー名、フルネーム、パスワードを入力して、

このユーザーのロールとして「VSM」を選択します。完了したら、「ADD」をクリックします。次の

図は、ユーザー構成とVSMロールとの対応付けを示しています。 

 

図6.Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース（BUI） – ロール構成と権限 

Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware 

vSphereのインストールと構成 

このセクションでは、Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware 

vSphereのインストールと構成について説明します。また、プラグイン機能の概要についても説明し

ます。 

注：NFS、iSCSI、ファイバ・チャネルのプロトコルのベスト・プラクティスと、Oracle ZFS Storage 

Applianceを使ったVMware仮想マシンの構成については、本書の末尾に記載されているホワイト・

ペーパー『Oracle ZFS Storage ApplianceおよびVMware vSphere 5.xのベスト・プラクティス』を

参照してください。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/sun-unified-storage/documentation/bestprac-zfssa-vsphere5-1940129-ja.pdf
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現時点で、Oracle ZFS Storage ApplianceにはOracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager 

Plug-in for VMware vSphereの正しいロールと権限があり、VMware vSphere vCenterサーバーにプ

ラグインをインストールできます。 

プラグインのインストールと構成 

プラグインをインストールする前に、VMware vSphere vCenterサーバーが正しくインストールされ

ており、稼働状態であることを確認してください。VMware vSphere vCenterのインストールと構成

については、本書では説明しません。ベスト・プラクティスと構成情報については、

http://www.vmware.com/jp/を参照してください。 

Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereをインストー

ルするには、次の手順を実行します。 

1. Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere

を、Oracle ZFS Storage Applianceプラグインのダウンロード・ページからコンソール・

サーバーかデスクトップにダウンロードします。 

2. ダウンロードしたzipファイル（Oracle_ZFSSA_VSM_x.x.x.zipなどの名前が付いて

います。x.x.xは最新バージョンの番号です）を解凍してから、setup.exeをダブルク

リックしてインストールを開始します。 

Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereでは、プラ

グインをデプロイおよびインストールするための中央リポジトリとしてVMware vSphere vCenterプ

ラグイン・マネージャを使用しません。プラグインのインストールは、クライアント側で実行する

必要があります。たとえば、プロビジョニングの管理やVMware環境の監視を行うためのラップトッ

プ、デスクトップ、コンソール・サーバーなどです。 

 

図7.管理、プロビジョニング用のOracle ZFS Storage Applianceサーバー – インストール・ファイル 

  

http://www.vmware.com/jp/
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図8.Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere – インストール画面1 

 

 

図9.Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere – インストール画面2 
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図10.Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere – インストール画面3 

プラグインのインストールが完了したら、クライアント側でVMware vSphere Clientを再起動します。

正常にインストールできたら、Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for 

VMware vSphereのアイコンがVMware vSphere ClientのHome、Solutions、およびApplicationsのタ

ブに表示されます。次の図のように、アイコン上には"Oracle ZFS Virtual Storage Manager"と表

示されます。本書ではわかりやすくするため、以後このネーミング規則を使用してプラグインを示

す場合があります。 
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図11.省略名で表示されたプラグイン・アイコン – Oracle ZFS Virtual Storage Manager 

これで、Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereが

正しくインストールされました。次の手順では、Oracle ZFS Storage ApplianceをOracle ZFS Virtual 

Storage Manager（プラグインのvSphereインタフェース名）に追加する方法を説明します。 

Oracle ZFS Storage Applianceを追加する前に、プラグインで使用されるアプライアンスのネット

ワーク・インタフェースで、次の図のように"Allow Administration"オプションのチェックボック

スがオンになっていることを確認します。このオプションをオンにするには、Oracle ZFS Storage 

Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース（BUI）に移動して「Configuration」→「Network」

をクリックし、ネットワーク・インタフェースを選択します。 

 

 

図12.Oracle ZFS Storage Applianceのブラウザ・ユーザー・インタフェース（BUI） – Allow Administrationオプション 

VMware vSphere Clientで、次の手順を実行してOracle ZFS Storage Applianceを追加します。 

1. VMware vSphere Clientで「Home」→「Solutions and Applications」を選択し、「Oracle 

ZFS Virtual Storage Manager」アイコンをクリックします。プラグインが起動します。

プラグインでは自動的にVMware vSphere vCenterサーバーが識別されますが、Oracle ZFS 

Storage Applianceは"自動的"には識別されません。Oracle ZFS Storage Applianceを

追加するには、「Add」ボタンをクリックしてから、このアプライアンスのIPアドレス、

ユーザー名、パスワードを入力する必要があります。 
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図13.Oracle ZFS Virtual Storage Managerで管理するため、Oracle ZFS Storage Applianceを追加する 

以上の手順をすべて正しく実行していれば、この時点でOracle ZFS Virtual Storage Manager（プ

ラグインのVMwareインタフェースでの表示名）でアプライアンスを管理できます。次の図は、VMware

管理者の権限セットを使ってアクセス権が付与されたアプライアンスとプール（パフォーマンス）

の情報を示しています。 

VMware環境に対して完全に専用で割り当てられているOracle ZFS Storage Applianceのディスク・

プールにアクセス権を付与するのがベスト・プラクティスです。前述のとおり、Oracle ZFS Storage 

Applianceへのアクセス権を付与されたユーザーには、削除の権限があります。このため、Oracle ZFS 

Virtual Storage Managerプラグインに提示されたプール上のVMwareに関連しない他のプロジェクト

は作成しないでください。こうすれば、プロジェクト、NFS共有、LUNなどを誤って削除してデータ

を失うことがありません。 
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図14.Oracle ZFS Virtual Storage ManagerでのOracle ZFS Storage Applianceの詳細表示 

何らかの理由で不適切なアプライアンスを追加してしまった場合は、次の図のように、削除リンクを使っ

て削除できます。削除したいアプライアンスを選択して、「Remove」をクリックするだけです。 

 

 

図15.Oracle ZFS Virtual Storage Managerでのアプライアンスの削除 
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Oracle ZFS Storage ApplianceをOracle Virtual Storage Managerに正しく追加したら、プロビジョ

ニング・フェーズを開始できます。 

 

NFS共有のプロビジョニング 

NFSプロビジョニングの最初の手順は、プロジェクトの作成です。プロジェクトの作成には、2つの

方法があります。Oracle ZFS Storage Applianceを右クリックして「Project」をクリックするか、

Oracle Virtual Storage Managerの画面右上の「Provisioning」をクリックするという方法です。

次の8つのプロジェクト情報項目を構成する必要があります。 

Name – Oracle ZFS Storage Applianceプロジェクトの名前です。 

Quota – 特定のエンティティで使用できるディスク領域の制限量です。ファイル・システム、プロ

ジェクト、ユーザー、グループに基づくことができます。 

Reservation – 特定のプロジェクトやファイル・システム用に保証される領域です。VMwareの場合、

これは（ファイル・レベルではなく）プロジェクト・レベルの領域の予約と見なされます。 

Mountpoint – ファイル・システムのマウント・ポイントです。これは、NFS経由で使用可能なパス

です。 

Data compression – ディスクに書き込む前にデータを圧縮するかどうかを制御します。VMware環境

の場合、LJZB圧縮アルゴリズムを使用することを推奨します。 

Synchronous write bias – 同期書込みを使用する場合の動作を制御します。デフォルトでは、シス

テムで同期書込みの待機時間が最適化されます。この場合、ログ・デバイスを利用して最短の応答

時間が実現されます。 

Database record size – ファイル・システムのファイルの推奨ブロック・サイズを指定します。こ

のプロパティはファイル・システムのみで有効であり、固定サイズのレコード中のファイルにアク

セスするデータベース・ワークロード用に設計されています。ブロック・サイズは、一般的なアク

セス・パターン用に最適化されている内部アルゴリズムに従って自動的に調整されます。 

注：デフォルトのレコード・サイズは128KBです。指定するサイズは、512KB以上、1MB以下の、2の

べき乗である必要があります。ファイル・システムのレコード・サイズを変更した場合、後で作成

したファイルにのみ影響します。既存のファイルや受信データには影響しません。ブロック・サイ

ズは非常に重要で、慎重に検討する必要があります。また、仮想マシンの内部で実行されるアプリ

ケーションの要件と一致するように設定することを推奨します。ブロック・サイズのベスト・プラ

クティスについては、本書の末尾に記載されているホワイト・ペーパー『Oracle ZFS Storage 

ApplianceおよびVMware vSphere 5.xのベスト・プラクティス』を参照してください。 

Prevent destruction – このプロパティはデフォルトではオフで、有効にする必要があります。設

定すると、シェアやプロジェクトを破棄できなくなります。ただしシェアを破棄するには、別の手

順でまずこのプロパティを明示的にオフにする必要があります。 

「Next」をクリックして次に進み、構成を確認して「Commit」を選択します。Virtual Storage Manager

プロジェクトが作成されて、Projectタブに表示されます。次の2つの図は、プロジェクト作成画面

の詳細を示しています。 

http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/sun-unified-storage/documentation/bestprac-zfssa-vsphere5-1940129-ja.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/sun-unified-storage/documentation/bestprac-zfssa-vsphere5-1940129-ja.pdf
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図16.Oracle ZFS Virtual Storage Managerでのプロジェクトの作成とプロビジョニング 

 

 

図17.Oracle ZFS Virtual Storageで新規作成したプロジェクトの詳細 

 

シェアをプロビジョニングするには、Oracle Virtual Storage Managerの画面上部付近の「Provision」

リンクをクリックするか、Projectタブに表示されているプロジェクト（この例ではVSM_TEST）を右

クリックします。どちらのオプションを使用しても、Share Creation Wizard画面にリダイレクトさ

れます。ここで、ファイバ・チャネルLUNやiSCSI LUN、NFS共有をプロビジョニングします。次の例

では、NFS共有の後で、ファイバ・チャネルLUNとiSCSI LUNを作成しています。 
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注：この時点で、新しいVSM_TESTデータ・ストアもVMware vSphereからアクセスできます。 

 

 

図18.Oracle ZFS Virtual Storage ManagerのShare Creation Wizard 

 

 

図19.Oracle ZFS Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere – シェアの概要 

Share Creation Wizard画面で、ファイル・システム関連の基本情報（名前、数、ユーザー、グルー

プなど）を入力します。この例では、VSM_SHAREがファイル・システム名で、数のオプションの値が

10、権限が755に設定されています。数の値を10に設定すると、 
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1〜10の連番で10個のVSM_SHAREファイル・システムが作成されます。この番号は、VSM_SHARE-1、

VSM_SHARE-2、VSM_SHARE-3などのように、ファイル・システム名に追加されます。次の図は、Oracle 

ZFS Virtual Storage Manager内の、Share Creation Wizardへの入力値と、作成したファイル・シ

ステムの詳細を示しています。 

 

図20.Share Creation Wizardを使ったNFS共有の作成 

 



Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere 5.xのデプロイ 

 

20 

 

図21.Oracle ZFS Virtual Storage Manager – NFS共有の概要 

 

この時点で、新しいNFS共有（VSM_SHARE）をVMware NFSデータ・ストアとしてマウントできます。

これらのシェアはデータ・ストアおよびデータ・ストア・クラスタのコンテキストでVMware vSphere 

vCenterサーバーにも表示され、VMware仮想マシンやVMwareクラスタに提示できます。次の図は、デー

タ・ストアとデータ・ストア・クラスタの詳細を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図22.VMware vSphere Client –データ・ストアおよびデータ・ストア・クラスタの概要 
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iSCSI LUNとファイバ・チャネルLUNのプロビジョニング 

LUNプロビジョニングを簡素化するため、およびiSCSIとファイバ・チャネルのプロトコルがブロッ

ク・デバイスに関連しているため、Oracle ZFS Virtual Storage Managerには両方のプロトコル用

の類似した構成タブがあります。次の手順はiSCSI LUNのプロビジョニングに基づきますが、プラグ

インの画面が似ているため、ファイバ・チャネル・プロトコルにも適用できます。 

iSCSI LUNやファイバ・チャネルLUNのプロビジョニング手順はNFS共有と似ていますが、ブロック・

デバイスに関連する特定の構成が異なります。Oracle ZFS Virtual Storage ManagerでiSCSI LUNや

ファイバ・チャネルLUNのプロビジョニング操作を開始する前に、iSCSIやファイバ・チャネルのプ

ロトコルが正しく構成されており、VMware ESXiホストで有効になっていることを確認してください。

また、iSCSIやファイバ・チャネルの適切なストレージ・ターゲット/イニシエータが正しく構成さ

れており、VMware ESXiホストからアクセスできることも確認してください。ホワイト・ペーパー『Best 

Practices for Oracle ZFS Storage Appliance and VMware vSphere5.x』に記載されているベスト・

プラクティスと推奨事項を両方のプロトコルに適用していることを確認してください。 

プラグインでiSCSI LUNをプロビジョニングするには、「Provision...」をクリックし、「iSCSI LUN」

を選択して、「Next」をクリックします。 

 

図23.Oracle ZFS Virtual Storage ManagerでのiSCSI LUNのプロビジョニング 

 

シェア値を指定して、「Next」をクリックします。ウィザードはVerify the iSCSI LUN Valuesの画

面に従います。値を確認したら、「Commit」をクリックしてiSCSI LUNを作成します。 

次の例では、128kのブロックで10GBのiSCSI LUNが10個作成され、VMWARE_iSCSI iSCSIターゲット・

グループとVMWARE_VIEW_GRPイニシエータ・グループに提示されます。 

注：この例では、書込みキャッシュ・オプションを使用していません。書込みキャッシュについて

詳しくは、『Oracle ZFS Storage Appliance Administration Guide』を参照してください。 
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図24.Oracle ZFS Virtual Storage ManagerでのiSCSI LUNの構成 

iSCSI LUNが作成され、Sharesタブでアクセスできるようになりました。この時点で、VMwareではこ

のiSCSI LUNを、VMFSデータ・ストアやRAWデバイスなどとして使用できます。また、各LUNのサイズ

変更、変更、削除を行うことができます。 

サイズ変更オプションを使用すると、LUNのサイズを変更できます。変更オプションを使用すると、

LUN構成の変更やサイズ変更を行うことができます。変更オプションの一部として、LUNをシン・プ

ロビジョニングからシック・プロビジョニングに変更したり、iSCSIターゲット/イニシエータ・グ

ループや書込みキャッシュ・オプションの変更を行ったりすることができます。 

 

図25.Oracle ZFS Virtual Storage Managerで実行できるiSCSI LUNの操作 
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図26.Oracle ZFS Virtual Storage ManagerでのiSCSI LUNのサイズ変更 

 

図27.iSCSI LUNの変更 

ファイバ・チャネルLUNをプロビジョニングするには、iSCSI LUNと同じ手順を使用します。ただし

次の図のように、iSCSI LUNではなくファイバ・チャネルLUNのオプションを選択します。 
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図28.Select Share Typeウィンドウでのファイバ・チャネルLUNオプションの選択 

この時点で、ESXiホストではファイバ・チャネルLUNとiSCSI LUNの両方が表示され、VMFSデータ・

ストアやRAWデバイス・マッピング（RDM）として使用できます。次の図では、プラグインで作成し

たすべてのiSCSI LUNを表示しています。 

 

図29.Oracle ZFS VIrtual Storage Managerで作成したすべてのiSCSI LUNのリスト（ESXiホスト・ウィンドウで表示） 

 

Oracle ZFS Storage Analyticsへのアクセス 

Oracle ZFS Storage Applianceには、DTrace Analyticsという高機能なモニタリング・ツールが

搭載されています。このツールは仮想化環境では必須です。VMware管理者はこのツールを使用し

て、仮想マシンの特定のメトリックの監視、パフォーマンスの問題やボトルネックの識別、パ

フォーマンス分析、ロードバランシング、およびチューニングのデータ収集を行うことができま

す。これらの分析機能には多くのドリルダウン・オプションがあり、仮想化環境のストレージ監

視に非常に便利です。 

 

 



Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphere 5.xのデプロイ 

 

25 

VMware管理者は、Oracle ZFS Virtual Storage Manager画面のAnalytics...リンクから、DTrace 

Analyticsに簡単にアクセスできます。次の図を参照してください。「Analytics...」を選択すると、

Webブラウザでプラグインのタブが開き、Oracle ZFS Storage Appliance Analytics BUIがポイント

されます。プラグインはOracle ZFS Storage Applianceと統合されているため、vSphereファイバ・

チャネル、vSphere NFS、vSphereファイバ・チャネルiSCSIなどのプロトコルごとにワークシートが

自動的に作成されます。これらのワークシートを開くには、「SAVED WORKSHEETS」をクリックして

から必要なワークシートを1つ選択します。 

次の例は、プラグインで自動作成されたvSphere NFSワークシートを示しています。 

 

 

図30.Oracle ZFS Storage Appliance経由での、NFSワークシート・ビューやトリガー分析ビューに対するアクセス操作の確認 
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次の図では、 選択したNFSワークシートがOracle ZFS Storage Appliance BUIで強調表示されてい

ます。 

 

図31. Oracle ZFS Storage Appliance BUIでのvSphere NFS Analyticsワークシート 

 

結論 

Oracle ZFS Storage Appliance Virtual Storage Manager Plug-in for VMware vSphereによって、

VMwareハイパーバイザとOracle ZFS Storage Applianceがシームレスに統合されます。VMware管理

者がこのプラグインを使用すると、VMware環境に割り当てられたNFS共有、iSCSI LUN、ファイバ・

チャネルLUNを適切に把握しながら、重要なストレージ・プロビジョニング・タスクを迅速に実行で

きます。また、特定の仮想化環境の監視に最適なメトリックを使用して、DTrace Analyticsや自動

構築されたワークシート・テンプレートに簡単にアクセスできます。 

このプラグインのストレージ管理/プロビジョニング機能は、仮想化環境で非常に便利です。このよ

うな理由から、Oracle ZFS Storage ApplianceとVMware vSphereハイパーバイザの組合せは、仮想

化環境に最適な選択肢です。 
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付録A：ベンチマーク結果 

Oracle ZFS Storage Applianceのテスト結果について詳しくは、次のWebサイトを参照してください。 

SPC-2の結果 

http://www.spec.org/sfs2008/results/res2013q3/sfs2008-20130819-00227.html 

http://www.storageperformance.org/benchmark_results_files/SPC-2/Oracle_SPC- 

2/B00067_Oracle_ZFS-ZS3-4/b00067_Oracle_ZFS_Storage_ZS3-4_SPC-2_full-disclosure-report.p

df 

http://www.storageperformance.org/results/benchmark_results_spc2/#sun_spc2 

 

付録B：参考資料 

このドキュメントで説明した製品に関連する追加情報については、次のリソースを参照してください。 

  Oracle ZFS Storage Applianceドキュメント・ライブラリ（インストール、分析、顧客サー

ビス、管理ガイドなど）： 

http://www.oracle.com/technetwork/documentation/oracle-unified-ss-193371.html 

 『Oracle ZFS Storage Appliance Administration Guide』はOracle ZFS Storage Appliance

のヘルプ・コンテキストでも参照できます。 

http://docs.oracle.com/cd/E27998_01/html/E48433/index.html 

オラクル・サポート・センター http://www.oracle.com/support 

 パッチと更新プログラムはMy Oracle Support（MOS）からダウンロードできます（Oracle ZFS 

Storage Software Patchesの下を検索してください） 

  Oracle ZFS Storage Applianceの各種プラグイン 

http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-unified-storage/downloads/zf

ssa- plugins-1489830.html 

 オラクルのストレージ製品情報  

http://www.oracle.com/jp/storage/overview/index.html 

 『Oracle ZFS Storage ApplianceおよびVMware vSphere 5.xのベスト・プラクティス』をは

じめとするOracle ZFS Storage Applianceのテクニカル・ホワイト・ペーパーおよびソリュー

ション概要 

 http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/sun-unified-storage/documenta

tion/index.html 

 Vmware 

http://www.vmware.com/jp/ 

http://www.spec.org/sfs2008/results/res2013q3/sfs2008-20130819-00227.html
http://www.storageperformance.org/benchmark_results_files/SPC-2/Oracle_SPC-%202/B00067_Oracle_ZFS-ZS3-4/b00067_Oracle_ZFS_Storage_ZS3-4_SPC-2_full-disclosure-report.pdf
http://www.storageperformance.org/benchmark_results_files/SPC-2/Oracle_SPC-%202/B00067_Oracle_ZFS-ZS3-4/b00067_Oracle_ZFS_Storage_ZS3-4_SPC-2_full-disclosure-report.pdf
http://www.storageperformance.org/benchmark_results_files/SPC-2/Oracle_SPC-%202/B00067_Oracle_ZFS-ZS3-4/b00067_Oracle_ZFS_Storage_ZS3-4_SPC-2_full-disclosure-report.pdf
http://www.storageperformance.org/results/benchmark_results_spc2/%23sun_spc2
http://www.oracle.com/technetwork/documentation/oracle-unified-ss-193371.html
http://docs.oracle.com/cd/E27998_01/html/E48433/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-unified-storage/downloads/zfssa-%20plugins-1489830.html
http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sun-unified-storage/downloads/zfssa-%20plugins-1489830.html
http://www.oracle.com/jp/storage/overview/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/sun-unified-storage/documentation/index.html
http://www.oracle.com/technetwork/jp/server-storage/sun-unified-storage/documentation/index.html
http://www.vmware.com/jp/


 

 

 

Oracle ZFS Storage Appliance  

Virtual Storage Manager Plug-in for  

VMware vSphere 5.xのデプロイ 

2014年12月、バージョン1.0 

著者：Application Integration 

Engineering、Anderson Souza 

Oracle Corporation  

World Headquarters 

500 Oracle Parkway 

Redwood Shores, CA 94065 

 U.S.A. 

 

 

Copyright © 2014, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.本文書は情報提供のみを目的として提供されており、ここに記載される内容は予

告なく変更されることがあります。本文書は、その内容に誤りがないことを保証するものではなく、また、口頭による明示的保証や法律による

黙示的保証を含め、商品性ないし特定目的適合性に関する黙示的保証および条件などのいかなる保証および条件も提供するものではありません。

オラクル社は本文書に関するいかなる法的責任も明確に否認し、本文書によって直接的または間接的に確立される契約義務はないものとします。

本文書はオラクルの書面による許可を前もって得ることなく、いかなる目的のためにも、電子または印刷を含むいかなる形式や手段によっても

再作成または送信することはできません。 

 

OracleおよびJavaはOracleおよびその子会社、関連会社の登録商標です。その他の名称はそれぞれの会社の商標です。 

 

Intelおよび Intel Xeonは Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARC商標はライセンスに基づいて使用されるSPARC 

International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴおよびAMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devicesの商標または登録

商標です。UNIXはX/Open Company, Ltd.によってライセンス提供された登録商標です。0611 

 


